
公表日：令和６年２月１日 事業所名：波の家魚住北放課後等デイサービス サービス種類：放課後等デイサービス

チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペースの
十分な確保

国の指定基準を満たしたスペースを確保し
ています。

はい…１８
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…０

指定基準を満たしている事等をお伝えしていきま
す。また、少しでも広く使用していただけるよう、施
設の配置を見直し、環境スペースを整えていきま
す。

2 職員の適切な配置

国の人員配置基準に定められている人数よ
り多く配置しており、お子様の状態でフォ
ローが必要な場面に対応できるようにしてい
ます。

はい…１６
どちらともいえない…１
いいえ…０
わからない…１

職員の配置について保護者にお伝えしていきます。
また、見学者ファイルを再度更新して、具体的に見
える形でお伝えし、安心して通っていただけるよう努
めていきます。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、
情報伝達等に配慮した環境など障害の特性
に応じた設備整備

・室外の石階段に手すりを設置し、利用者が
上り下りの際は手すりを持っていただき、安
全を確保しています。また職員の配置場所
(階段の横、下)にも配慮しています。
・情報伝達の為、一日の予定表を大きくし
て、文字と絵で分かりやすく伝えていきま
す。また見学者にも、写真付きの説明ファイ
ルを利用してわかりやすく説明しています。
職員を配置し、安全確保に努めています。

はい…1８
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…０

施設の構造上バリアフリー化が出来ない為、階段
を使用する際には、今後も必ず職員が見守り、付き
添い、安全確保を行うことで怪我がないよう配慮を
十分に行います。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に
合わせた生活空間の確保

日々清掃を行い、来所された際には手洗
い、アルコール消毒を促してます。また空気
清浄機の設置や冬場は加湿器、クレベリン、
ピューラックスを常備し、快適な空間作りを
行っています。

はい…1８
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…０

今後も日々の清掃やアルコール消毒、定期的な換
気や空気清浄機の設置を行うことで、心地よく過ご
すことができる環境を提供していきます。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）への職員の積極的な参
画

法人全体で半年に一度、業務改善の為のレ
ポート提出があり、その中で挙がった意見
は、検討、改善を行っています。

今後も現状を継続していきます。

2
第三者による外部評価を活用した業務改善
の実施

現在は実施しておりません。
要望があれば、今後外部評価の活用を検討したい
と思います。

3
職員の資質の向上を行うための研修機会の
確保

法人内での毎月の勉強会や、外部の研修
会に参加して、全ての職員と共有する事で
資質の向上に努めています。

研修の機会があれば、参加を検討していきます。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上での
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画の作成

支援期間毎に保護者との面談を行い、支援
内容の確認を行っています。また、職員間で
も支援についての意見を出し合い、保護者
のニーズと照らし合わせながら、支援計画を
作成しています。

はい…1８
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…０

今後も現状を継続していきます。

2
子どもの状況に応じ、かつ個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援又
は放課後等デイサービス計画の作成

面談の時に、前回の支援計画書に対しての
支援内容の振り返りを行い、現状を情報共
有しています。その中で、新たな課題があれ
ば、新しく目標設定を行い、支援計画書の作
成を行っています。

今後も現状を継続していきます。

3
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画における子どもの支援に必要な項
目の設定及び具体的な支援内容の記載

身辺自立、療育課題、コミュニケーション、各
機関との連携についての項目設定を行って
います。項目ごとに利用者の課題と、課題に
対しての支援内容を設定しています。

はい…1８
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…０

面談時に前回の目標と照らし合わせて、より具体的
にわかりやすい支援内容の設定をしていきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用            　　　　　　　　                 (別添様式２)
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

4
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画に沿った適切な支援の実施

定期的に見直しを行い、支援計画書を元に
支援を行っています。職員間で面談内容を
情報共有して、支援内容を統一しながら、利
用者一人一人の目標を確認し、支援を行っ
ています。

はい…１８
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…０

今後も、職員間で面談内容を情報共有した上で、支
援を行います。また、面談時以外でも、保護者に、
送迎時や連絡ノートに記入して、支援内容を伝えて
いきます。

5 チーム全体での活動プログラムの立案

日々リーダーを立てて、その日利用されるお
子様の特徴や状況に合わせて、プログラム
を進めています。意見や案を、職員間で遠
慮なく出し合える環境を整え、チームとして
より良い支援ができるよう努めています。

今後も現状を継続していきます。

6
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やか
な支援

平日は学校終了後、長期休暇や学校の代
休時は午前から施設を開所して、居場所を
提供しています。平日は学校の宿題やレクリ
エーションを行い、長期休暇には買い物体
験や調理実習等を行い支援しています。

日々の見直しや改善を行う事で、今後も様々な活
動や体験、個別に対応したプログラムを取り入れ、
利用者の成長に繋がる支援を行っていきます。

7
活動プログラムが固定化しないような工夫
の実施

その日の利用者の特徴や状況に合わせて、
毎日の活動プログラムや療育内容を考えて
います。季節の行事を取り入れる等、マンネ
リ化しないように、職員間で意見を出し合い
ながら、定期的に見直しを行っています。

はい…１７
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…１

活動内容が固定化しないよう意見を出し合い、目的
やねらいを設定した上で、活動内容を考えていきま
す。また連絡ノートに記載したり、送迎時には保護
者に活動内容を伝えていきます。

8
支援開始前における職員間でその日の支
援内容や役割分担についての確認の徹底

毎日利用者が来所される前に、全員で必ず
ミーティングを行い、その日の支援内容や、
役割分担の確認を行っています。また、前日
の利用者の様子等、伝達事項を全体で共有
しています。

今後も現状を継続していきます。

9
支援終了後における職員間でその日行わ
れた支援の振り返りと気付いた点などの情
報の共有化

その日にあった出来事や、保護者からの伝
達事項、利用者への支援内容については、
毎回記録を残し、振り返りができるようにし
ています。また随時、職員間でも話し合い、
意見を出し合っています。

今後も現状を継続していきます。

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

利用者の様子や支援内容については、記録
を残し、職員間で常に意見交換しながら、振
り返りを行っています。また、保護者とも送迎
時に直接お話をしたり、連絡ノートを使って
情報共有しています。

今後も現状を継続していきます。

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発達
支援計画又は放課後等デイサービス計画
の見直し

定期的にモニタリングを行い、保護者から現
状を確認して、必要に応じて支援内容を見
直しています。

今後も現状を継続していきます。

適
切
な
支
援
の
提
供

（
続
き

）



チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者
による障害児相談支援事業所のサービス担
当者会議への参画

児童発達支援管理者や支援員が出席して、
支援内容の確認や方向性を話し合っていま
す。

今後も現状を継続していきます。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育
等の関係機関と連携した支援の実施

現在、該当の利用者はいません。

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体
制の整備

現在、該当の利用者はいません。

4

児童発達支援事業所からの円滑な移行支
援のため、保育所や認定こども園、幼稚園、
小学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

5

放課後等デイサービスからの円滑な移行支
援のため、学校を卒業後、障害福祉サービ
ス事業所等に対するそれまでの支援内容等
についての十分な情報提供

学校卒業後の進路先に対して、必要があれ
ば、保護者の同意を得た上で、これまでの
支援状況の情報提供を行っています。

保護者からの要望があれば、今後も検討していき
ます。

6
児童発達支援センターや発達障害者支援セ
ンター等の専門機関と連携や、専門機関で
の研修の受講の促進

可能な範囲で研修会に参加しています。 必要に応じて検討していきます。

7

児童発達支援の場合の保育所や認定こど
も園、幼稚園等との交流や、放課後等デイ
サービスの場合の放課後児童クラブや児童
館との交流など、障害のない子どもと活動す
る機会の提供

小学校への送迎へ行った際に挨拶をする
等、関りをもつように心掛けています。

はい…９
どちらともいえない…１
いいえ…０
わからない…８

学校生活で、交流学級の子ども達と交流している利
用者が多い事もあり、現在の所は施設での交流を
行っていません。

8
事業所の行事への地域住民の招待など地
域に開かれた事業の運営

長期休暇を利用して、地域の方々と交流で
きる場が設けられるように検討していきま
す。

定期的に地域清掃など施設で取り組んでいる活動
を、保護者にもお伝えしていきます。また歩行訓練
時に、地域の方へ挨拶を行うなど、交流が図れるよ
うにして施設に対しての理解が広まる様、努力して
まいります。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
支援の内容、利用者負担等についての丁寧
な説明

施設に見学に来ていただいた時や、面談時
に、保護者への説明を行っています。

はい…１８
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…０

今後もご理解いただけるよう、より丁寧な説明を心
掛けていきます。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画を示しながらの支援内容の丁寧な
説明

面談時に、保護者と支援計画の内容を振り
返りながら、十分な聞き取りを行い、説明し
ています。

はい…１８
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…０

今後もより丁寧な説明を行い、現状を継続していき
ます。

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対するペアレント･トレーニング等の
支援の実施

保護者からの相談があれば、専門職による
アドバイスや、職員との面談を行い、話し合
いの場を設けています。

はい…１０
どちらともいえない…１
いいえ…１
わからない…６

ご希望があれば、ご相談に応じて開催を検討してい
きます。

4
子どもの発達の状況や課題について、日頃
から保護者との共通理解の徹底

保護者との連絡ノートでのやりとりや、送迎
時の会話の中で、日頃から情報を共有でき
るようにしています。また必要に応じて電話
での連絡も行っています。

はい…１７
どちらともいえない…１
いいえ…０
わからない…０

日頃のコミュニケーションの中で、発達の状況や課
題、学校、施設での様子等を、細かくお伝えしてい
き、積極的にやりとりすることで、共通理解に努めま
す。

5
保護者からの子育ての悩み等に対する相談
への適切な対応と必要な助言の実施

最低でも半年に一回、保護者と面談を行うと
共に、常時、送迎時や連絡ノート、電話等
で、必要に応じて保護者と個別に話をする
時間を作り対応しています。

はい…１８
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…０

保護者に定期的にお声掛けをして、相談があれば
支援方法を一緒に考えたり、アドバイスを行ってい
きます。

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の開
催による保護者同士の連携支援

法人全体で定期的に行っていましたが、今
現在は実施してません。

はい…７
どちらともいえない…１
いいえ…２
わからない…８

今後沢山の方に参加していただけるよう、企画して
いきたいと思います。

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応体
制整備や、子どもや保護者に周知及び苦情
があった場合の迅速かつ適切な対応

苦情があった際には、保護者に直接謝罪を
させていただき、保護者の方の思いや考え
を伺った上で、改善策を職員で考えます。ま
た、話し合った改善策を保護者にもお伝えす
るようにしています。

はい…１４
どちらともいえない…１
いいえ…０
わからない…３

ご指摘をいただいた場合には、しっかり説明や謝罪
を行い、今後の改善策を話し合い、スピードをもって
対応していきます。また法人内でも、苦情対応を設
置している事を、面談時に再度お伝えしていきま
す。

8
障害のある子どもや保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配慮

利用者に対して、タイムタイマーや、視覚的
にわかりやすく支援することを、心掛けてい
ます。保護者には必要に応じて口頭だけで
はなく、文章やメールでも説明を行っていま
す。

はい…１８
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…０

口頭だけではなく、目で見てわかるような情報伝達
方法を行っていきます。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報についての子ども
や保護者への発信

毎月、行事予定や活動内容の報告を記載し
た、通信を発行してお渡ししています。また、
ホームページやブログも開設しており、活動
の様子を発信しています。

はい…１８
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…０

ホームページやブログについて、再度お伝えして、
毎月発行している通信以外でも、利用者の様子を
お伝えさせていただきます。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応

個人情報等が記載されているものは鍵付き
のロッカーに保管しており、施設外に持ち出
さないことを徹底しています。施設にシュレッ
ダーを置き、廃棄する書類がある際は使用
しています。

はい…１６
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…２

今後も、個人情報の取り扱いには、十分に注意して
いきます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルの策定と、職員や保護
者への周知徹底

各マニュアルは、施設内に保管して、職員間
で周知し、ロールプレイングで実践練習も
行っています。また、避難場所をお手紙とし
て配布し、感染症対策のため、定期的にア
ルコール消毒、換気を行っています。

はい…１８
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…０

施設へ来所した際に、手に取りやすい場所へマ
ニュアルを置き、保護者へ周知出来るようにしてい
きます。

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避難、
救出その他必要な訓練の実施

年間を通して計画を立て、月に一回、火災、
地震、水害、ガス漏れ、不審者等を想定した
避難訓練を行っています。

はい…１８
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…０

定期的に訓練を実施し、様々なのパターンを考え
て、緊急時にも対応できるように努めていきます。

3
虐待を防止するための職員研修機の確保
等の適切な対応

定期的に、全職員で虐待についてのミーティ
ングを行い、日頃の支援内容の振り返りや、
具体的な事例を挙げて、意見を出し合い、虐
待防止に努めています。また法人全体で虐
待防止に関する研修を行っています。

引き続きミーティングを行うと共に、日頃からの日々
の支援内容を振り返り、より良い支援方法を検討し
て、虐待防止に取り組んでいきます。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における組
織的な決定と、子どもや保護者に事前に十
分に説明し、了解を得た上での児童発達支
援計画又は放課後等デイサービス計画へ
の記載

現在身体拘束は行っていませんが、実際に
行う際は、保護者の方と話し合い、支援計画
に記録を残します。実際に身体拘束をしなけ
ればならない状況には、その旨を記録に残
し、保護者の方に状況説明を行っています。

今後も様々な方法を検討することを怠らず、やむを
得ず拘束を行う場合は、保護者と相談した上で、個
別支援計画にも記載し、支援として取りくんでいきま
す。

5
食物アレルギーのある子どもに対する医師
の指示書に基づく適切な対応

施設の利用開始の際や、長期休暇前に、必
ずアレルギーに関する確認を行っています。
食物アレルギーのある利用者に対しては、
保護者の指示の基、除去など対応していま
す。

今後も現状を継続し、保護者と相談しながら、対象
の利用者には適切に対応していきます。

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内で
の共有の徹底

ヒヤリハット事例集は、施設にて作成してい
ます。気になることがあれば、職員間で共有
した上で、今後の対策を話し合い、細かく記
録に残すようにしています。

今後も記録や情報の共有を行い、再発防止や事故
を防ぐ工夫を検討していきます。

非
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